
株式会社アウトレットプラザ
株式会社サイバードモバイルキャスティング

8

New Organization
新体制

Annual Forecast
通期の見通し

サイバードグループ全体の戦略策定ならびに経営管理機能、グループ各社へのシェ
アードサービス提供機能、統合型顧客データベースの管理・運用機能、監査機能。

インターネット対応携帯電話向けコンテンツサービス、
モバイルを活用した企業向けマーケティング、Eコマース、
クロスメディアソリューションの開発／提供など。

国内モバイル事業 コマース事業 海外事業 投資事業

連結売上高

“経営統合により売上高が大きく伸長”

プライベートブランド化粧品・健康食
品・日用雑貨等のECサイト運営およ
び通信販売。コンシェルジュサービス
を用いた通信販売。ダイレクトマーケテ
ィングシステムとノウハウの提供・支援。

株式会社JIMOS

北米地域におけるサイバードグ
ループの海外事業推進。

CYB INVESTMENT INC.

国内初のモバイルビジネスファ
ンド“サイバード・プラスモバイ
ル・ファンド”の運営管理。

株式会社サイバード・
インベストメント・
パートナーズ

株式会社サイバードホールディングス
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株式会社プラスモバイルコミュニケーションズ

モバイルサイトやメールを使用した広告販促商品や
サービスの開発、モバイルを活用した広告宣伝、販
売促進に関する企画／制作／運用、各種マーケ
ティング／CRMに関するコンサルティング業務など。

株式会社ディムーブ
携帯電話向け動画像／動画像アーカイブ／ライブ映像の
企画制作、コンテンツの企画／コンサルティング。

株式会社
ドクターズバイオ研究所

化粧品の製造、販売、研究開
発、品質検査。また、プライベー
トブランド化粧品「AHAUT」を
皮膚科医向けに販売。

Airborne 
Entertainment Inc.

通信キャリアの公式サイト
経由による総合コンテンツ
配信、アプリケーションの開
発ならびに販売、通信キャ
リアへのコンサルティング
サービス。

テレビ放送に関する動画のモバイル会員向け配信
ビジネスなど。 電化製品（パソコン・テレビ・ビ

デオ・家電等）、ゴルフ用品、時
計、化粧品、ブランド製品、そ
の他の卸値直販。

株式会社コマースニジュウイチ

EC（電子商取引）サイト構築ソ
フトウェア／インターネット関連
ソフトウェア、サービスおよびコ
ンサルティングの提供・販売。
Mobile EC、eCRM等の総合
的なECソリューションの提供。

アクシスソフト株式会社

データベースおよびWebに関する製品開発／受託
開発、基幹業務向けブラウザー「Biz/Browser」
「Biz/Designer」をベースとした業務システム構築。

ギガフロップス株式会社

インターネット対応の携帯電話に向けたコンテンツ
運営者への各種サービス、コンテンツ請負制作、
コンサルティング。

株式会社サイバード

持株会社

主な連結子会社

持分法適用
関連会社

通期の連結売上高につきましては、24,450百万円と、前期実績15,089百

万円に対し、株式会社JIMOSを子会社として連結開始したことにより、

9,360百万円の増加（62.0%増）を見込んでおります。

株式会社JIMOSとの統合に伴い、特にコマース事業においては、同社の

中核事業である通販事業の収益が計上され、期初計画売上高に対し、大

幅な超過を見込むこととなります。

一方、既存事業であるモバイルコンテンツ事業やソリューション事業、お

よび海外事業は、当中間期での進捗率が各事業の期初計画売上高に対し

概ね50%の水準にあることから、これら事業については現時点において堅

調に推移しているものと判断しております。ソリューション事業においては

同社の通販支援事業やECサイト開発関連事業収益を新たに計上すること

もあり、一層の伸長を見込んでおります。また、コマース事業におけるモバ

イルコマース分野や広告事業といった新規事業においては、引き続き中期

経営計画における戦略を推し進め、早期収益化に努めております。

2006年5月25日に発表いたしました当期予想につきましては、株式会社

JIMOSとの経営統合後の計画を当初より反映しておりませんでした。一方、

当下期以降の連結業績においては、同社業績を完全に連結することとなり、

2006年11月17日付にて当期予想を修正しております。

（注）営業利益につきましては、業績予想値としての正式発表はしておりません。

連結経常利益および当期純利益

“営業利益の貢献は見込む一方でのれんの追加償却が大きく影響”

連結営業利益は5億円程度を見込むものの、当中間期に計上予定の主に

株式会社JIMOS株式評価損に係るのれんの追加償却の影響により、通期

の連結経常利益は、前年同期実績35百万円に対し1,850百万円の損失計上

（前年同期比1,885百万円減）を見込んでおります。

さらに当下期において、同社株式に係る概算46億円ののれんの追加償

却（注）を特別損失として計上の予定であり、通期の連結当期純利益は、前

年同期実績143百万円の損失に対し、7,200百万円の損失（前年同期比

7,056百万円減）を見込んでおります。

（注）株式会社JIMOSを株式交換により完全子会社とした際の同社株式に対する当社の取得価格
は、企業結合会計基準に則り、同社との株式交換契約締結日（2006年5月15日）直前の株価を
基に算定しております。一方、その後の同社株式の市場価格の著しい下落や事業環境の変化、
また、株式交換による完全子会社化に伴う非上場化に鑑み、当下期において固定資産の減損
に係る会計基準に基づき、損失の計上を予定するものであります。

連結業績予想qq

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益
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当期予想

統合前のサイバード中間期連結業績実績値

統合後サイバードホールディングス下期連結業績予想値
＋

（2006年10月1日現在）




